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論文内容要旨
 糖尿病と歯周疾患については病態,出現頻度などから従来よりその関係が重視され,多方面か
 ら調査,研究が行われており,最近では歯周疾患を糖尿病の6番目の合併症とする報告もある。
 近年糖尿病性合併症の発症,進展防止のための血糖コントロールの重要性が認識されており,糖
 尿病患者の歯周疾患に対して血糖コント鷺一ルが及ぼす影響についても疫学的研究が数多く報告
 されている。しかし,それらの報告問には意見の一致を見ていない。これは,糖尿病と歯周疾患
 の臨床像がともに極めて複雑であることに起因していると考えられる。従って当該分野において,
 両疾患に影響を及ぼす様々な因子を除外あるいは統一できる動物実験を用いる意義は大きい。本
 研究の目的は普通および無菌飼育糖尿病ラットの実験的歯周炎が血糖コントロールによって受け
 る影響を検索することである。
 実験にはWistar系普通および無菌飼育雄ラット圭6～20週齢,計生02匹を用いた。ラット辺縁
 歯肉にゴム輪で刺激を加えた後,葬糖尿病(以下,N-DM)群,ストレプトゾトシン(STZ)投
 与により血糖値を上昇させた糖尿病(以下,DM)群,さらにSTZ投与により上昇させた血糖値
 をインスリン投与により改善させた糖尿病一インスリン(以下,DM-1)群に分けた。14βと28
 目で屠殺し,蜘糖値測定(随時血糖値),病理組織学的及び線織計量学的検索を行った。
 その結果,1)普通および無菌飼育のSTZ誘発糖尿病ラットにインスリン投与を行うことに
 より糖尿病の典型的症状が改善した。
 2)平均血糖値はN-1)M群でi33±i4mg/d1,DM群で529±68勲1/d1,DM{群でi21±
 43狙g/醍であった。
 3)普通飼育ラットの病理組織学的所見から工)M群ではN-DM群に比較して歯周組織の炎症
 性変化が著明であったが,DM4群ではN-DM群と同程度であった。
 4)普通鯛育ラットの歯槽骨の面積計測から,歯槽骨吸収量はDM群>DM嵯群≧N-DM群
 であり,DM群と他の2群との間には統計学的有意差があった。
 5)3/および4)の所見について無菌飼育ラットでも,同様の傾向が得られた。
 6)無菌飼育ラットでは普通鯛育ラットより炎症の程度が軽度であり,DM群と他の2群との間
 の差は無菌飼育ラットの方がノ躯さかった。
 以上より,糖尿病ラットにインスリン投与を行うと機械的刺激と口腔内細菌に由来する刺激で
 生じた歯周組.織の炎症性変化および損傷の程度が軽減することが示され,血糖コントロールの重
 要性が示唆された。また無菌飼育ラヅトの結果からβ腔内細菌の影響がなくても糖尿病ラットの
 歯周炎の進展阻止に血糖コントロールが重要であることが示唆された。さらに6)の結果から実
 験的歯周炎の進展においてDM群が欝腔内細菌の影響を最も強く受けていたと考えられ,糖尿
 病ラット歯周組織の細菌感染に対する抵抗力の低下が示唆された。
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審査結果要旨
 世界的に年々増加傾向にある糖尿病(dlabetesmellit薦:DM)は遺伝素因および環境因子が関
 与して発症する代謝性疾患であり,辺縁性歯周炎の発症および増悪との関連が指摘されている。
 疫学調査から,コントロールの悪い糖尿病患者では歯周組織の炎症が悪化するとの報告がある。
 しかし一方において糖尿病のコントロールがなされても病的な歯周組織に治癒傾淘は認められな
 いとする報告もあり,漁糖コントロールと歯周疾病との関連性を明確にする必要があった。
 本研究はぬ糖コント買一ルと辺縁性歯周炎との関連性を追究することを目的としている。糖尿
 病および辺縁性歯周炎では多くの発症園子と増悪因子が想定されているが,それらの影響を排除
 するため,普通および無菌飼育ラットを用いて実験系をを購棄し検討を行っている。辺縁性歯周
 炎のモデルとしてゴム輪を歯肉溝に圧入して惹起させた実験的歯周炎を用い,血糖コントロール
 のモデルとしてストレプトゾトシン(STZ)投与で誘発した糖尿病ラットを用いている。
 実験的歯周炎ラットを,非糖尿病群(N-DM群),STZ投与で血糖値を上げた糖尿病群(DM
 群),STZ投与後インスリンを投与して壷糖値を下げた糖尿病一インスリン群(DM-1)群の3
 群に分け,ゴム輪挿入から最長期間28ヨまで観察を行っている。血糖値はグルコースヘキソキナー
 ゼ法で測定し,歯周組織の病理絹織学的標本をHE染色し光顕にて観察している。更に当該歯
 の近心,遠心および分岐部の皮質骨と海綿骨の面積について組織計量学的検索も行っている。
 本研究で得られた結果は以下の通りである。
 (1)STZで誘発した糖尿病ラットはインスリン投与で症状が改善した。
 (2)14日および28日における平均血糖値はDM群において高く,DM群とN-DM群およびDM
 群とD鍾一1群との間に有意差を得た。
 (3)普通および無菌飼育ラットの病理継織所見からDM群ではN-D魑群と比較して歯周組織
 の炎症が顕著であった。
 (4〉普通および無菌飼育ラットにおける歯槽骨の吸収像はDM群が最も著しく,D瓢群とDM-
 1群あるいはD鍛群とN-DM群間に統計的有意差があった。
 (5)無菌飼育ラットでは普通飼育ラットより歯周組織の炎症は軽度であった。
 これらの結果は,血糖値が上昇すると細菌感染に対する歯周組織の抵抗性が低下することおよ
 び,インスリン投与で血糖値が正常に震ると辺縁性歯周炎も軽減することを示している。
 以上のごとく,本論文は糖尿病における血糖値コントロールが歯周緯織の炎症,および損傷程
 度を減ずることを実験により萌らかにしたもので,今後の歯周病治療に重要な示唆を与える研究
 である。よって博士(歯学)の称号授与に相当するものと判断する。
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